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４

外
国
の
裁
判
所
に
の
み
訴
え
を
提
起
す
る
こ
と
が
で
き
る
旨
の
合
意
は
、
そ
の
裁
判
所
が
法
律
上
又
は
事
実
上

裁
判
権
を
行
う
こ
と
が
で
き
な
い
と
き
は
、
こ
れ
を
援
用
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

５

将
来
に
お
い
て
生
ず
る
消
費
者
契
約
に
関
す
る
紛
争
を
対
象
と
す
る
第
一
項
の
合
意
は
、
次
に
掲
げ
る
場
合
に

限
り
、
そ
の
効
力
を
有
す
る
。

一

消
費
者
契
約
の
締
結
の
時
に
お
い
て
消
費
者
が
住
所
を
有
し
て
い
た
国
の
裁
判
所
に
訴
え
を
提
起
す
る
こ
と

が
で
き
る
旨
の
合
意
（
そ
の
国
の
裁
判
所
に
の
み
訴
え
を
提
起
す
る
こ
と
が
で
き
る
旨
の
合
意
に
つ
い
て
は
、

次
号
に
掲
げ
る
場
合
を
除
き
、
そ
の
国
以
外
の
国
の
裁
判
所
に
も
訴
え
を
提
起
す
る
こ
と
を
妨
げ
な
い
旨
の
合

意
と
み
な
す
。）で
あ
る
と
き
。

二

消
費
者
が
当
該
合
意
に
基
づ
き
合
意
さ
れ
た
国
の
裁
判
所
に
訴
え
を
提
起
し
た
と
き
、
又
は
事
業
者
が
日
本

若
し
く
は
外
国
の
裁
判
所
に
訴
え
を
提
起
し
た
場
合
に
お
い
て
、
消
費
者
が
当
該
合
意
を
援
用
し
た
と
き
。

６

将
来
に
お
い
て
生
ず
る
個
別
労
働
関
係
民
事
紛
争
を
対
象
と
す
る
第
一
項
の
合
意
は
、
次
に
掲
げ
る
場
合
に
限

り
、
そ
の
効
力
を
有
す
る
。

一

労
働
契
約
の
終
了
の
時
に
さ
れ
た
合
意
で
あ
っ
て
、
そ
の
時
に
お
け
る
労
務
の
提
供
の
地
が
あ
る
国
の
裁
判

所
に
訴
え
を
提
起
す
る
こ
と
が
で
き
る
旨
を
定
め
た
も
の
（
そ
の
国
の
裁
判
所
に
の
み
訴
え
を
提
起
す
る
こ
と

が
で
き
る
旨
の
合
意
に
つ
い
て
は
、
次
号
に
掲
げ
る
場
合
を
除
き
、
そ
の
国
以
外
の
国
の
裁
判
所
に
も
訴
え
を

提
起
す
る
こ
と
を
妨
げ
な
い
旨
の
合
意
と
み
な
す
。）で
あ
る
と
き
。

二

労
働
者
が
当
該
合
意
に
基
づ
き
合
意
さ
れ
た
国
の
裁
判
所
に
訴
え
を
提
起
し
た
と
き
、
又
は
事
業
主
が
日
本

若
し
く
は
外
国
の
裁
判
所
に
訴
え
を
提
起
し
た
場
合
に
お
い
て
、
労
働
者
が
当
該
合
意
を
援
用
し
た
と
き
。

（
応
訴
に
よ
る
管
轄
権
）

第
三
条
の
八

被
告
が
日
本
の
裁
判
所
が
管
轄
権
を
有
し
な
い
旨
の
抗
弁
を
提
出
し
な
い
で
本
案
に
つ
い
て
弁
論
を

し
、
又
は
弁
論
準
備
手
続
に
お
い
て
申
述
を
し
た
と
き
は
、
裁
判
所
は
、
管
轄
権
を
有
す
る
。

第
十
一
条

保
全
命
令
の
申
立
て
は
、
日
本
の
裁
判
所
に
本
案
の
訴
え
を
提
起
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
き
、
又
は
仮

に
差
し
押
さ
え
る
べ
き
物
若
し
く
は
係
争
物
が
日
本
国
内
に
あ
る
と
き
に
限
り
、
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

第
二
章
第
二
節
の
節
名
、
同
節
第
一
款
の
款
名
及
び
第
十
二
条
の
見
出
し
を
削
り
、第
十
一
条
の
前
に
次
の
節
名
、

款
名
及
び
見
出
し
を
付
す
る
。

第
二
節

保
全
命
令

第
一
款

通
則

（
保
全
命
令
事
件
の
管
轄
）

附

則

（
施
行
期
日
）

第
一
条

こ
の
法
律
は
、
公
布
の
日
か
ら
起
算
し
て
一
年
を
超
え
な
い
範
囲
内
に
お
い
て
政
令
で
定
め
る
日
か
ら
施
行

す
る
。

（
経
過
措
置
）

第
二
条

第
一
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
後
の
民
事
訴
訟
法
の
規
定
（
第
三
条
の
七
を
除
く
。）は
、
こ
の
法
律
の
施
行
の

際
現
に
係
属
し
て
い
る
訴
訟
の
日
本
の
裁
判
所
の
管
轄
権
及
び
管
轄
に
関
し
て
は
、
適
用
し
な
い
。

２

第
一
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
後
の
民
事
訴
訟
法
第
三
条
の
七
の
規
定
は
、
こ
の
法
律
の
施
行
前
に
し
た
特
定
の
国

の
裁
判
所
に
訴
え
を
提
起
す
る
こ
と
が
で
き
る
旨
の
合
意
に
つ
い
て
は
、
適
用
し
な
い
。

３

第
二
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
後
の
民
事
保
全
法
第
十
一
条
の
規
定
は
、
こ
の
法
律
の
施
行
前
に
し
た
申
立
て
に
係

る
保
全
命
令
事
件
に
つ
い
て
は
、
適
用
し
な
い
。

（
投
資
信
託
及
び
投
資
法
人
に
関
す
る
法
律
の
一
部
改
正
）

第
三
条

投
資
信
託
及
び
投
資
法
人
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
百
九
十
八
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に

改
正
す
る
。

第
百
八
十
五
条
中「（
平
成
八
年
法
律
第
百
九
号
）」の
下
に
「
第
三
条
の
三
第
七
号
ハ
及
び
」
を
加
え
、「
同
号
ハ
」

を
「
こ
れ
ら
の
規
定
」
に
改
め
る
。

（
犯
罪
被
害
者
等
の
権
利
利
益
の
保
護
を
図
る
た
め
の
刑
事
手
続
に
付
随
す
る
措
置
に
関
す
る
法
律
の
一
部
改
正
）

第
四
条

犯
罪
被
害
者
等
の
権
利
利
益
の
保
護
を
図
る
た
め
の
刑
事
手
続
に
付
随
す
る
措
置
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十

二
年
法
律
第
七
十
五
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
三
十
四
条
中
「
第
一
編
第
二
章
第
二
節
」
を
「
第
一
編
第
二
章
第
三
節
」
に
改
め
る
。

（
人
事
訴
訟
法
の
一
部
改
正
）

第
五
条

人
事
訴
訟
法
（
平
成
十
五
年
法
律
第
百
九
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
二
十
九
条
を
同
条
第
二
項
と
し
、
同
条
に
第
一
項
と
し
て
次
の
一
項
を
加
え
る
。

人
事
に
関
す
る
訴
え
に
つ
い
て
は
、
民
事
訴
訟
法
第
一
編
第
二
章
第
一
節
、
第
百
四
十
五
条
第
三
項
及
び
第
百

四
十
六
条
第
三
項
の
規
定
は
、
適
用
し
な
い
。

第
三
十
条
の
見
出
し
を「（
民
事
保
全
法
の
適
用
関
係
等
）」に
改
め
、
同
条
中
第
二
項
を
第
三
項
と
し
、
同
条
第
一

項
中「（
平
成
元
年
法
律
第
九
十
一
号
）」を
削
り
、
同
項
を
同
条
第
二
項
と
し
、
同
条
に
第
一
項
と
し
て
次
の
一
項
を

加
え
る
。

人
事
訴
訟
を
本
案
と
す
る
保
全
命
令
事
件
に
つ
い
て
は
、
民
事
保
全
法
（
平
成
元
年
法
律
第
九
十
一
号
）
第
十

一
条
の
規
定
は
、
適
用
し
な
い
。

（
特
別
の
事
情
に
よ
る
訴
え
の
却
下
）

第
三
条
の
九

裁
判
所
は
、
訴
え
に
つ
い
て
日
本
の
裁
判
所
が
管
轄
権
を
有
す
る
こ
と
と
な
る
場
合
（
日
本
の
裁
判

所
に
の
み
訴
え
を
提
起
す
る
こ
と
が
で
き
る
旨
の
合
意
に
基
づ
き
訴
え
が
提
起
さ
れ
た
場
合
を
除
く
。）に
お
い
て

も
、
事
案
の
性
質
、
応
訴
に
よ
る
被
告
の
負
担
の
程
度
、
証
拠
の
所
在
地
そ
の
他
の
事
情
を
考
慮
し
て
、
日
本
の

裁
判
所
が
審
理
及
び
裁
判
を
す
る
こ
と
が
当
事
者
間
の
衡
平
を
害
し
、
又
は
適
正
か
つ
迅
速
な
審
理
の
実
現
を
妨

げ
る
こ
と
と
な
る
特
別
の
事
情
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
そ
の
訴
え
の
全
部
又
は
一
部
を
却
下
す
る
こ
と
が
で

き
る
。

（
管
轄
権
が
専
属
す
る
場
合
の
適
用
除
外
）

第
三
条
の
十

第
三
条
の
二
か
ら
第
三
条
の
四
ま
で
及
び
第
三
条
の
六
か
ら
前
条
ま
で
の
規
定
は
、
訴
え
に
つ
い
て

法
令
に
日
本
の
裁
判
所
の
管
轄
権
の
専
属
に
関
す
る
定
め
が
あ
る
場
合
に
は
、
適
用
し
な
い
。

（
職
権
証
拠
調
べ
）

第
三
条
の
十
一

裁
判
所
は
、
日
本
の
裁
判
所
の
管
轄
権
に
関
す
る
事
項
に
つ
い
て
、
職
権
で
証
拠
調
べ
を
す
る
こ

と
が
で
き
る
。

（
管
轄
権
の
標
準
時
）

第
三
条
の
十
二

日
本
の
裁
判
所
の
管
轄
権
は
、
訴
え
の
提
起
の
時
を
標
準
と
し
て
定
め
る
。

第
百
四
十
五
条
中
第
三
項
を
第
四
項
と
し
、
第
二
項
の
次
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

３

日
本
の
裁
判
所
が
管
轄
権
の
専
属
に
関
す
る
規
定
に
よ
り
第
一
項
の
確
認
の
請
求
に
つ
い
て
管
轄
権
を
有
し
な

い
と
き
は
、
当
事
者
は
、
同
項
の
確
認
の
判
決
を
求
め
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

第
百
四
十
六
条
中
第
三
項
を
第
四
項
と
し
、
第
二
項
の
次
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

３

日
本
の
裁
判
所
が
反
訴
の
目
的
で
あ
る
請
求
に
つ
い
て
管
轄
権
を
有
し
な
い
場
合
に
は
、
被
告
は
、
本
訴
の
目

的
で
あ
る
請
求
又
は
防
御
の
方
法
と
密
接
に
関
連
す
る
請
求
を
目
的
と
す
る
場
合
に
限
り
、
第
一
項
の
規
定
に
よ

る
反
訴
を
提
起
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
た
だ
し
、
日
本
の
裁
判
所
が
管
轄
権
の
専
属
に
関
す
る
規
定
に
よ
り
反
訴

の
目
的
で
あ
る
請
求
に
つ
い
て
管
轄
権
を
有
し
な
い
と
き
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

第
百
四
十
七
条
中
「
第
百
四
十
五
条
第
三
項
」
を
「
第
百
四
十
五
条
第
四
項
」
に
改
め
る
。

第
三
百
十
二
条
第
二
項
第
二
号
の
次
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

二
の
二

日
本
の
裁
判
所
の
管
轄
権
の
専
属
に
関
す
る
規
定
に
違
反
し
た
こ
と
。

（
民
事
保
全
法
の
一
部
改
正
）

第
二
条

民
事
保
全
法
（
平
成
元
年
法
律
第
九
十
一
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

目
次
中
「
e

第
十
一
条
」
を
「
・
第
十
条
」
に
、「
第
十
二
条
」
を
「
第
十
一
条
」
に
改
め
る
。

第
十
条
及
び
第
十
一
条
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

第
十
条

削
除
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